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Th. の音を能動的に聴き始めるまでは Th. は
Cl. との交流感が得にくい」という一つの見解
を示した。Th. から発信された音に Cl. が耳を
傾けるようにならなければ相互の交流は始まら
ず、やり取りへは発展しにくい。つまり、情動










































































































し始めた。その時の経験を Cl. は「Th. からく
る音に対して、誘われるように応じていくとい
う気持ちが自然に起こる私である」（石村・高










と向かう。Cl. の音は明らかに Th. の音との関
連性を持ち、その上に独自の音型やリズム、ア
クセントなどが伴いながら会話のごとくに多様
に展開していった。Th. も Cl. の音の変化によ
って影響を受け、アイディアが沸き上がり「自
由」を味わうとともに、音楽の中での真の出会
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